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要 旨  

 2000 年 に 厚 生 省 よ り 神 経 管 閉 鎖 障 害 の 発 症

リ ス ク 軽 減 を 目 的 と し た 葉 酸 摂 取 推 奨 の 情 報

提 供 書 が 出 さ れ て か ら 、 5 年 が 経 過 し た 。  

 そ の 効 果 を 評 価 す る た め に 、 情 報 提 供 書 が

出 さ れ た 前 後 ５ 年 （ 計 10 年 ） で の 北 海 道 に お

け る 脊 髄 髄 膜 瘤 患 者 数 の 推 移 を 調 査 し た 。  

 10 年 間 の 患 者 数 の 総 数 は 85 名 で 、 性 別 の 内

訳 は 男 児 40 名 、 女 児 45 名 で あ っ た 。 年 度 ご と

の 患 者 数 の 推 移 を み る と 前 半 5 年 間 で の 患 者

数 は 34 名 、 後 半 5 年 間 で の 患 者 数 は 51 名 で あ

り 、 減 少 傾 向 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 葉 酸 摂 取 に つ い て の 情 報 提 供 が 十 分 行 わ れ

て い な い こ と が 原 因 で あ る 可 能 性 が あ り 、 患

者 数 を 減 ら す た め に は 周 知 徹 底 を 図 る 必 要 が

あ る 。  

  

 

 

 



本 文  

は じ め に  

 1990 年 代 初 頭 、 母 体 へ の 葉 酸 投 与 は 脊 髄 髄

膜 瘤 を は じ め と す る 神 経 管 閉 鎖 障 害 の 発 症 リ

ス ク を 減 ず る こ と が 明 ら か と な っ た １ ． ２ 。

そ の 後 欧 米 を 中 心 に 妊 娠 可 能 な 年 齢 の 女 性 に

対 し て 、 葉 酸 予 防 投 与 の 勧 告 が 行 わ れ 、 患 者

数 の 減 少 を 認 め て い る ３ 。 一 方 、 我 が 国 で の

脊 髄 髄 膜 瘤 の 頻 度 は 1970 年 代 で は 10000 出 生 当

た り 2 程 度 と 低 か っ た が 、 1990 年 代 後 半 に は

4 前 後 ま で 上 昇 し て い る ４ 。 そ の 事 実 を ふ ま

え 、 我 が 国 で も 2000 年 12 月 に 厚 生 省 か ら 妊 娠

前 後 の 女 性 に 対 し て 葉 酸 摂 取 を 奨 め る 旨 が 都

道 府 県 ・ 日 本 医 師 会 ・ 日 本 小 児 科 学 会 ・ 日 本

産 科 婦 人 科 学 会 に 通 達 さ れ た （ 表 1 ） 5 。  

 通 達 よ り 5 年 が 経 過 し た 現 時 点 で 、 脊 髄 髄

膜 瘤 患 者 数 が 減 少 し て い る か ど う か の 評 価 を

行 っ た 。 我 が 国 に お い て は 脊 髄 髄 膜 瘤 の 疾 病

登 録 シ ス テ ム が な い た め 、 全 国 で の 患 者 数 の

正 確 な 把 握 は 不 可 能 で あ る こ と か ら 、 北 海 道



に お け る 過 去 10 年 間 の 脊 髄 髄 膜 瘤 の 患 者 数 を

調 査 し た 。  

 

調 査 方 法  

 (1) 対 象   

 北 海 道 に お け る 新 生 児 入 院 施 設 を 有 す る 総

合 病 院 （ 35 病 院 ） を 対 象 と し た 。  

 (2) 調 査 内 容   

 過 去 10 年 （ 1995-2004 ） に お け る 各 施 設 で の 脊

髄 髄 膜 瘤 患 者 入 院 数 と 性 別 を 調 査 し た 。  

 

結 果  

 35 施 設 に 調 査 用 紙 を 送 付 し 、 29 施 設 か ら 回  

答 を 得 た （ 回 答 率 83% ） 。  

 過 去 10 年 間 で の 総 患 者 数 は 85 名 で 、 性 別 の

内 訳 は 男 児 40 名 、 女 児 45 名 で あ っ た 。 年 度 ご

と の 患 者 数 の 推 移 を （ 図 1 ） に 示 す 。 2001 年

と 2004 年 が 患 者 数 13 名 で 最 も 多 か っ た 。 厚 生

省 通 達 が 出 さ れ た 2000 年 を 境 に 1995-1999 を 前

半 、 2000-2004 を 後 半 と 分 け る と 、 前 半 34 名 、 後



半 51 名 で あ っ た 。  

  

考 察  

 北 海 道 に お け る 脊 髄 髄 膜 瘤 患 者 数 は 過 去 10

年 間 に お い て は 減 少 し て お ら ず 、 前 半 5 年 と

後 半 5 年 を 比 較 す る と む し ろ 後 半 で の 患 者 数

の 増 加 が み と め ら れ た 。 今 回 の 調 査 は 北 海 道

内 で の 限 ら れ た 施 設 を 対 象 と し た も の で は あ

る が 、 地 域 の 小 児 科 基 幹 病 院 は 網 羅 し て お

り 、 脊 髄 髄 膜 瘤 患 者 数 の 推 移 に 関 し て は 概 ね

正 確 な 傾 向 を 反 映 し た 結 果 と 考 え ら れ る 。  

 厚 生 省 通 達 か ら 5 年 が 経 過 し た が 、 ま だ 一

般 へ の 十 分 な 知 識 の 浸 透 が な さ れ て い る と は

言 え な い 状 況 に あ る 6 。 北 海 道 に お い て 患 者

数 減 少 が み ら れ な い 要 因 の １ つ と し て 、 そ の

よ う な 状 況 が 背 景 に あ る こ と が 考 え ら れ る 。  

 現 在 、 医 療 関 係 者 以 外 の 市 民 が 葉 酸 摂 取 の

重 要 性 に つ い て の 情 報 を 得 る 機 会 は 少 な く 、

公 的 な 情 報 提 供 と し て は 、 母 子 手 帳 の 記 載 な

ど に 限 ら れ て い る 。 脊 髄 髄 膜 瘤 の 発 生 時 期 が



妊 娠 7 週 以 前 で あ る こ と を 考 慮 す る と 、 よ り

早 い 時 期 で の 情 報 提 供 が 必 要 で あ る 。 そ の た

め に は 、 学 校 教 育 の 中 で の 指 導 な ど も 今 後 考

慮 さ れ る べ き と 思 わ れ る 。  

 ま た 、 我 が 国 に お け る 近 年 の 患 者 数 増 加 の

原 因 が 葉 酸 摂 取 不 足 だ け で は な い 可 能 性 が あ

る こ と が 従 来 か ら 指 摘 さ れ て い る 。 今 回 我 々

は そ こ ま で ふ み こ ん だ 調 査 を 行 っ て い な い

が 、 今 後 、 両 親 の 年 齢 ・ 栄 養 摂 取 状 況 ・ 薬 剤

投 与 歴 な ど の 詳 細 な プ ロ フ ィ ー ル を 網 羅 し た

調 査 を 行 う こ と で 、 新 た な 知 見 が 得 ら れ る こ

と が 期 待 さ れ る 。  

  

結 語  

 北 海 道 に お い て 、 こ の 10 年 間 で 脊 髄 髄 膜 瘤

患 者 数 の 減 少 は 見 ら れ な か っ た 。 原 因 と し て

は 葉 酸 摂 取 の 重 要 性 に つ い て の 情 報 の 浸 透 が

不 十 分 で あ る こ と が 推 察 さ れ る 。 今 後 患 者 数

を 減 少 さ せ る た め に は 葉 酸 摂 取 の 重 要 性 を さ

ら に 周 知 し て い く 必 要 が あ る 。  



 調 査 に ご 協 力 い た だ い た 以 下 の 各 施 設 の 先

生 方 に 深 謝 い た し ま す 。  

 

市 立 札 幌 病 院 、 道 立 小 児 総 合 保 健 セ ン タ ー 、  

遠 軽 厚 生 病 院 、 旭 川 厚 生 病 院 、 帯 広 厚 生 病  

院 、 札 幌 医 大 付 属 病 院 、 王 子 総 合 病 院 、  

日 鋼 記 念 病 院 、 八 雲 総 合 病 院 、 旭 川 赤 十 字 病  

院 、 釧 路 赤 十 字 病 院 、 苫 小 牧 市 立 総 合 病 院 、  

岩 見 沢 市 立 病 院 、 北 海 道 大 学 病 院 、 NTT 東 日  

本 札 幌 病 院 、 天 使 病 院 、 北 海 道 社 会 保 険 病  

院 、 手 稲 渓 仁 会 病 院 、 市 立 稚 内 病 院 、 深 川 市  

立 病 院 、 富 良 野 協 会 病 院 、 名 寄 市 立 病 院 、 北  

海 道 立 紋 別 病 院 、 留 萌 市 立 病 院 、 市 立 釧 路 総  

合 病 院 、 小 樽 協 会 病 院 、 市 立 函 館 病 院 、 網 走  

厚 生 病 院 、 旭 川 医 科 大 学 病 院 （ 順 不 同 ）  

  

 以 上 の 内 容 の 要 旨 は 第 57 回 北 日 本 小 児 科  

学 会 （ 平 成 17 年 9 月 福 島 市 ） で 発 表 し た 。   
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表
 

1 
厚生省通達文（要約）2000.12月

ア

 
妊娠可能な年齢の女性は、神経管閉鎖障害の発症リスクを低減させるため

には、葉酸摂取が重要であるとともに、他のビタミンなどを多く含む栄養の
バランスのとれた食事が必要である。

イ

 
妊娠を計画している女性は妊娠の１か月以上前から妊娠３か月までの間、

葉酸をはじめとした栄養のバランスのとれた食事が必要である。葉酸摂取に
関しては食品からの摂取に加えて、いわゆる栄養補助食品から１日０.４ｍｇ

の葉酸を摂取すれば、発症リスクが集団として見た場合に低減することが
できる。

ウ

 
神経管閉鎖障害児の児の妊娠歴のある女性に関しては、上記の期間、医師

の管理下での葉酸摂取が必要である。

エ

 
妊娠を計画している女性は、妊娠前からの適切な健康管理が重要である。

また妊娠中の禁酒・禁煙が不可欠である。



表
 

2 
神経管閉鎖障害の発症因子

1. 染色体異常
2. 薬剤（sodium valporate, sakicylate など）
3. 糖尿病
4. 環境因子（季節・生活環境の違い）
5. 母体の栄養不足
6. 若年母親
7. 葉酸不足（摂取不足・葉酸受容体抗体

の存在による相対的不足）
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